
法務大臣殿 

18家族1個人43名の長期滞在家族に在留特別許可を！ 

 

1980年代後半より就労を目的として多くの外国人が来日しました。3K（きつい・きた

ない・きけん）労働といわれる過酷な仕事に従事する人も少なくありませんでした。中

には、在留資格を持たない非正規滞在の状態に置かれている外国人も存在します（2011

年1月時点 78,488人／法務省入国管理局統計）。 

 近年、彼／彼女らの定住化が顕著となってきています。公立小・中・高等学校に通う

子どもを持つ家族もあります。非正規滞在の親から生まれた子どもは、生まれたときか

ら非正規滞在となります。厳しい状況に置かれているにもかかわらず、日々一生懸命、

学校生活を送っています。また、日本人（永住者）と結婚をした非正規滞在者も在留を

求めています。 

 入国管理局は、非正規滞在の外国人に対する摘発を強化し、送還していますが、一方

で法務大臣の恩恵と言われている「在留特別許可」を活用して正規化する措置も取って

います。法務省はこの在留特別許可に関してガイドラインを公表しており、非正規のま

まで滞在する外国人の正規化は緊急の課題となっています。 

 今回、署名活動に参加している非正規滞在の18家族1個人43名は、いずれも日本に

定住しています。日本で生まれた子どもや、日本で結婚した妻と平穏に生活を続けるこ

とを希望しています。 

18家族1個人43名に、日本での在留を認め、子どもたちが日本で安心して学習でき

るように、また夫婦には安心して共に暮らせるようにしてください。 
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